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リレ
lコ
ラム

綴織パバはは綴線機綴縁側叩燃機内．級河川…
げ官、議

終戦直
後
に一
世
を
風
廊

し
た「
リ
ン
ゴ
の
歌」
の
並

木
路
子
の
レ
コ
ー
ド
と
し

て、
昭
和二
十
五
年
六
月

に
コ
ロ
ム
ピ
ア
か
ら
世
に

出
た
も
の
で
あ
る
（コ
ロ

ム
ピ
ア・
レ
コ
ー
ド
番
号

A
八
二ハ
B）。
つ
ま
り、

戦後日
本
の
歌
謡
曲
の一

つ
だっ
た
の
で
あ
る。

事
柄
が
判
明
し
た
経
緯

は、
こ
う
で
あ
る。

『
山
の
歌
集』
に
収
録

さ
れ
た「
深
山
リ
ン
ド
ウ」

の
解
説
に
は、「
こ
の
歌

の

原作者、
原曲
の
楽筒、

ま
た
貴
重
な
情
報
を
知
り

た
い
と、
潔
志
高
校
の
方

遠
の
希
望
で
す」
と
あっ

た
の
だ
が、
世
間は
広
い

と
い
うべ
き
か
狭
い
と
い

う
べ
き
か、
『
山
の
歌

集』
発
売直
後
に
福
岡
市

在
住
の
登山
好
き
のA
在

員・
村
上
寿
浩
氏が、
原

曲
の
録
音
テ
l
プ
を
編
著

者
に
届
け
て
来
ら
れ
た
の

で
あ
る。
土
橋
女
史
は、
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マJ
ゐ包山
非
いれ
てー中嶋嶺雄

『
市
民
タ
イ
ム
ス』
五

月一
日
付
の
こ
の
欄
で

「『
深
山
リ
ン
ド
ウ』

考」
と
題
し、
松
本
深
志

高
校
山
岳
部
に
伝
わ
る
こ

の
山
の
歌
に
つ
い
て
私
が

様
々
に
推
理
し
た
直
後

に、
こ
の
歌
の
作
調
者、

作曲
者
が
判
明
し
た。

深
志
山
岳
部
O
B
の
諸

氏
も
い
ろ
い
ろ
に
語
り
あ

い、
こ
だ
わ
り
続
け、『
山

の
歌
集』
（
山
と
渓
谷
社

刊）
の

編著者・
土
橋
芳

ヱ氏
に
も
御
尽
力
い
た
だ

い
て
採
略
し
た
後
の
結束

に
し
て
は、
や
や
拍
子
抜

げ
の
感
も
あ
る
け
れ
ど、

西
条
八
十作
調、
古
関裕

而
作
曲
の
「
美
し
き
ア
ル

プ
ス
の
乙
女」
が
そ
の
原

曲
で
あっ
た。
こ
の
曲
は、
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時�k� S少t、

そ
の
テ
l
プ
を私
に
も
送

の
町エ
レ
ヲ
l」
が
街
に

っ
て
下さっ
た
の
で、
皐

慌れ
出
て
お
り、
翌
二
＋

速、
聴
い
て
み
る
と、「
裸

六
年
に
は
民
放
も
発
足
し

山
リ
ン
ド
ウ」
ほ
ど
の
衷

て美
空
ひ
ば
り
や
江
利
チ

調
は
な
く、
い
か
に
も
歌

エ
ミ、

雪村
い
づ
み
が
大

謡
曲
風
で
あ
る
げ
れ
ど、

活
屈
す
る境い
目
で
あっ

「
美
し
き
ア
ル
プ
ス
の
乙

た
こ
と
も想
い
起
さ
れ

女」
が
原曲
で
あ
る
こ
と

る。
こ
う
し
て
「
美
し
き

は
歴
然
と
し
た。
「
深
山

ア
ル
プ
ス
の
乙
女」
は
消

リ
ン
ド
ウ」
に
つ
い
て、

え
て
ゆ
き、
ご
く
少
数
の

そ
れ
が
「
ア
ル
プ
ス
の
乙

人
び
と
に
歌
い
継
が
れ、

女」
と
し
て
歌
わ
れ
て
い

や
が
て「
深
山
リ
ン
ド
ウ」

た
こ
と、「
メ

：
：：：・：－
j
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：：：－
j
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j
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と
なっ
た
の

…
れ
払
「
深
山
リ
ン
ド
ワ
」
後
日
談

で
れれい

の
日
本
飼
で
は
あ
る
が、

は、
一
年
程前
に
N
H
K

譜面
上
の
曲
の
形
式
は
津

の
歌
謡
番
組
に
こ
の
曲
を

楽
風
で
も
あ
る」

と奮
い

リ
クエ
ス
ト
し
た
人
が
い

た
ば
か
り
の
私

の推理が

て、
そ
れ
を
た
ま
た
ま
録

そ
う
的
を
は
ず
れ
て
は
い

音
し
た
も
の
だ
と
い
う。

な
かっ
た
の
で
ほっ
と
は

「
英
し
き
ア
ル
プ
ス
の
乙

し
た
も
の
の、
能
は
あ
ま

女」
は、
福
島
市
の古
関

り
に
払
単
く
解
け
て
し
ま

裕而
記
念館
で
C
D
に
収

っ
た。

録
さ
れ
て
い
てヘ
ッ
ド
ホ

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ

i
ン
で
聴く
こ
と
も
で
き

う
に、
古
関氏
や
西
条
氏

る
こ
と
が
わ
かっ
た。

は、
戦
前、
「
露
営
の

編
著
者
の
土
橋
さ
ん

歌」
（
古
関
作
曲〉、
「
予

科練
の
歌」
（
岡〉
や「
旅

の夜
風」
（
西
条
作
罰）、

「
支
那
の
夜」
〈
同〉
な

ど
で
軍
国
日
本
の
歌謡
界

を
リ
ー
ド
し
た
げ
れ
ど、

戦
後
は
「
錘
の
鳴
る
丘」

（
古
関〉、
「
長
崎
の
鑓」

（
同）、
「
君
の
名
は」

（
同〉、
「
東
京
行
進
曲」

（
西
条）、
「
青
い
山
脈」

〈
同〉、
「
ト
ン
コ
節」

（
同）
な
ど
の
ヒッ
ト
曲

を次
に
生
ん
で、
当
時

の
す
さ
ん
だ
世
相
を大
い

に
う
る
お
し
て
く
れ
た。

し
か
し
「
艶
し
き
ア
ル
プ

ス
の
乙女」
は、
並
木
路

平か
歌っ
た
に
も
か
か
わ

らず、
い
わ
ゆ
る

流行歌

に
は
な
ら
な
かっ
た
の
だ

と
い
え
よ
う。
昭
和二
十

五
年
と
い
う
と、
す
で
に

「
翠京
プ
ギ
ウギ」
や「
湯

は、
山

ル渓谷
社
の
編
集

担
当
者

ルエ｝も
に、
早
速、

西
条、

古関
両氏
の
御
遺

族
に

連絡し、
再
版
以降

は

原作者名
を
明記
す
る

こ
とと
とも
に
著作
権
料

の
問題
も
解
決
さ
れ、「
今

ま
で
ど
お
り
の
メロ
ディ

ー
で
深
志
の
皆
樽
が
胸
を

張っ
て
歌
え
る
『
深
山
リ

ン
ド
ウ』
に
なっ
た
こ
と

を
う
れ
し
く
想
い
ま
す」

と
語っ
て
お
ら
れ
る。

私
は、
今
回
の
こ
と
で

西
条
八
十
氏
の

御子息、

西
条
八
東
氏
と
も
お
話
し

た
が、
名
古
屋

大学名誉

教
授
で
湖沼
学
の
楠
威
で

も
あ
ら
れ
る
八
東
氏
は、

旧
制
松
本高
校
の
御
出
身

で、
永
年、
木
崎
湖
畔
に

山
荘
を
も
た
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あっ
た。
こ
う

し
て
信
州に
ゆ
か
り
の
深

い
同氏
も、
裸
志
山
岳
部

の
諸
君
が
「
深
山
リ
ン
ド

ウ」
と
し
て
こ
の
歌
を愛

唱
し
て
き
た
こ
ル吾
冨
ん

で
下
さっ
た。
持型木
に
は
た
ま
た
ま
山

外
語
山
岳
会
の
合
宿
が
谷
…

川
岳
マ
チ
ガ
沢
で
あっ
た
一

の
で、
私
も
害加
し、
以
…

上
の
経緯
を
話
すと、
深
…

志高
山
岳
部
に
伝
え
た
ら
…

し
い
と
い
う
外
語
山
岳
会
…

の
O
B
連
は、
み
な
こ
の
…

歌
を
想
い
起
す
こ
と
が
で
一

き、
雨
中
の
テ
ン
ト
の
下
一

で
火
を
囲
み
な
が
ら、
三
…

十
数
年
ぶ
り
に
合
唱
し
た
…

の
で
あっ
た。

一

な
お、
「
深
山
リ
ン
ド
←叫

ウ」
の
歌
詞
の一
部
分
は
…ω

原
曲
と
異
な
っ
て
い
る
…叫

が、
原曲
の方
は
三
番
ま
判叫

で
あっ
て、
次
の
と
お
り
均一

で
あ
る0

46

赤
い
ト
サ
カ
の
雷
鳥
も
弘

／
やさ
し
い
友
の
カ
モ
コ

シ
カ
も
／
み
んな
待つ
一

て
る
あ
の
谷
聞
を
／
月
リ

は
今
宵
も
照
らす
や
ら
鳴－パ

／
恋
し
ア
ル
プ
ス
乙
女
付制

の
夢
よ

…－一

（
車京
外
語
大
教授）
仰縦

深山リンドウ考」後日譚　市民タイムス」-1992.06.06


